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会社概要

ウェザーニューズ　グローバルセンター 本社　幕張テクノガーデン

日本に本社を置く世界最大の気象情報会社です。

世界50か国・地域に展開し、1000人を超えるスタッフにより 24時間365日、

世界中の気象を毎日観測・解析・分析・予測しています。

　●社名　　　　：株式会社ウェザーニューズ （予報許可第25号）

　●設立　　　　：1986年6月
　●資本金　　　：17億6百万円

　●従業員数　　：1,101人 （2021年5月31日現在）

　●拠点　　　　：販売21カ国36拠点　運営7拠点

　●本社　　　　：千葉県千葉市 （グローバルセンター）
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1970年1月
福島県小名浜で起きた海難事故
15名の命が奪われる

原点

「いざという時に人の役に立ちたい」
4
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Why WNI?

みんなの気象台 あなたの情報交信台
72億人の情報交信台

対応策天気予報

対応策 対応策
対応策

対応策

5



Copyright©Weathernews Inc.          

“Confidential”  

Why WNI?
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マーケット
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開発背景
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　■ 内閣府主催の国家プロジェクト

　■ 様々な分野で、府省連携による分野横断的な取組を産学官連携で推進
　　　　　　　　　　　分野例）自動運転、医療、IoTセキュリティ、防災...etc.

　■ 基礎研究から実用化・事業化までを見据えて一気通貫で研究開発を推進

ウェザーニューズは、国家プロジェクトSIPに参画し、防災チャットボット”SOCDA”の開発を行っています。

国立研究開発法人情報通信研究機構（共同研究）
対話中の表現から災害情報抽出するAIエンジンの開発

LINE株式会社（協力機関）
プラットフォーム提供

株式会社ウェザーニューズ
防災チャットボット”SOCDA”の研究開発

国立研究開発法人防災科学技術研究所（共同研究）
国の災害情報流通ネットワーク”SIP4D”の開発

9

プロダクト開発の背景

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）とは？

第2期SIPの防災の分野「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」に参加し、
共同研究機関と防災チャットボットSOCDAの研究開発、社会実装を進めてきました。

（参考）SIP 国家レジリエンス（防災・減災）の強化　https://www.nied-sip2.bosai.go.jp/

https://www.nied-sip2.bosai.go.jp/
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産官学が一丸となって、AI・SNS等をはじめとする先端技術・ITインフラを活用することにより、
災害に対するレジリエンス向上、防災・減災にかかる課題解決を目指すことを目的としています。

実証実験の実施 データ利活用等について協議 被災地域の支援

10（参考）AI防災協議会　https://caidr.jp/

AI防災協議会にも参画し、自治体や会員各社の皆様と防災チャットボットの社会実装を進めてきました。

AI防災協議会

AI防災協議会とは？

会員の皆様の協力を得て実証実験を行ったり、いざという時には被災地の支援も行い
防災チャットボットの新しい機能の検証や社会実装を進めてきました。

https://caidr.jp/
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研究開発

社会実装

導入

新しい機能や技術について研究開発を進め、プロダクトの成長をはかる

実証実験や訓練などで機能の有用性等を検証

希望する自治体には先行的に導入し運用を開始
　　・・・広島県、三重県、徳島県、南相馬市　他

開発の進め方



「防災チャットボット”SOCDA”」とは
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「チャットボット」＝

SNS上でAIロボットが人間に変わり利用者と自動で対話するシステム
ウェザーニューズは防災にこの仕組みを取り入れ、
災害時の情報共有・災害対応全般に活用できるシステムを目指しています。

チャットボットとは

13
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一人ひとりの状況に合わせた
対話で必要な情報を収集・提供

家の近くまで道路が浸水
しています。おそらく南
部地区の方にも広範囲に
広がっているようです。

気象情報と災害情報の重ね合わせ

気象✖防災

防災✖AI

AIが災害情報を
自動分析・集約

避難所の満空状況予測

自治体DB,Lアラートと連携
コロナ禍の災害対応支援

防災チャットボット”SOCDA”

あなたのいる場
所は、土砂災害
の危険がありま
す。●●小学校
に避難してくだ
さい。

開設されている
安全な避難所を推薦

近くの●●小学校が
避難所として開設さ
れました。

●●公民館が混雑してき
そうなので、△△ホテル
を臨時避難場所として開
設します。

△△ホテルなら空いてそ
うなので、そこに避難し
ます。

浸水範囲の通行止めを
行っています。

防災チャットボット”SOCDA”とは

付近の通行止め箇所
をお知らせします。

通行止めの対応に
向かってください。
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活用事例
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災害時の課題と対応策

事前 事中 事後

各地の被害状況が
把握できない

収集した

情報が整理できない

窓口の混雑

問い合わせ殺到避難所運営の人手不足

自分の居場所が危険なのかわからず

避難行動につながらない

忙しい中県や国への

報告業務

避難行動要支援者の

安否確認・避難支援多くの情報ソースから
必要な情報を確認

どのくらい避難してくるか
予測できない

現場の対応状況がわからない

使い慣れたアプリ上で操作
AIが自動で集約

複数の情報から
一人一人の状況に合わせた

情報提供

避難所人数予測・把握、物資需要の把握自動化
問い合わせ自動対応

⬇
業務負荷の軽減

16



情報発信の事例
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注意報・警報

近隣で開設されている避難所は◯◯小
学校です。

情報発信の事例

伊丹市　Lアラートとデータ連携し、市民へ情報提供

河川水位

避難所の開設・閉鎖情報が発表されまし
た。

[開設]
第一小学校、第二中学校

防災・気象情報の確認

コロナ感染者状況避難行動支援

避難所情報

避難や参集のきっかけとなる情報の配信Lアラート連携Lアラート連携
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市民の避難行動に影響するもの

市職員
消防団など

公開用マップ（イメージ）

市職員

住民
長野県

警察・消防
ライフライン事業者等

市職員や関係者から災害情報を収集

収集した情報のうち
住民に公開する情報を抽出、公開用マップに入力

住民や県、ライフライン事業者等に
移動等に影響のある情報を公開

情報発信の事例  

佐久市　職員からの被害報告を市民にも公開
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2019年台風19号による
冠水、通行止め状況の報告

2019年台風19号三重県水防団
河川巡視報告

情報発信の事例 

●●県　水防団の巡視のトリガーに水位計情報の配信

担当河川の水位が巡視開始
基準に達すると自動で通知
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位置情報

自身の安否 出動・被害報告に進む

情報発信の事例 

神戸市　消防団の出動トリガーに地震発生情報・安否確認の配信(1/2)

団員番号でログイン
所属を判別

発災事前 大地震等発生時に
安否確認通知



Copyright©Weathernews Inc.          

訓練 安否確認配信から5分後

22

通知から5分で332人
の出動可否を把握

出動できない人の
状況確認

本部からの指示や
対応判断の意思決定につながる

出動不可の人のみ表示

情報発信の事例 

神戸市　消防団の出動トリガーに地震発生情報・安否確認の配信(2/2)
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事前の避難設定 チャットボットが避難を推薦

近隣の避難所を案内

避難時の注意を確認し、
避難開始

住民一人ひとりの避難状況

避難準備中

準備完了

避
難

中

⇦避難所定員
⇦避難者数 (円グラフの赤)
⇦避難中 (円グラフの黄色)

住民向けの避難支援が避難所の状況把握と連動し、
避難所ごとの満空状況MAPに集約される（次ページ）。

避難所状況と連動

避難予定者が来たら
満員になる避難所

↓
まだ空きがある避難所

↓

避
難

完
了

避難の各段階でユーザー
がチャットボットの案内
に従って行動を選択

情報発信の事例 

神奈川県　住民の避難を防災チャットボットが支援(1/2)
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避難所ごとの満空状況

藤沢市
鎌倉市

河川氾濫の危険性が
あるため渡れない

越境避難の
受け入れを決定

避難所は定員オーバーとなり
そうだが、河川氾濫の危険が
あるため、空いている市内の
避難所への避難は危険

隣接の市と連携し、
隣の市で避難者の
受け入れを決定

⇦避難所定員
⇦避難者数（円グラフの赤）
⇦避難中（円グラフの黄色）

県も要請があれば応援に回れるよう準備

各市町村が互いに状況を確認

県の災害本部

情報発信の事例 

神奈川県　住民の避難を防災チャットボットが支援(2/2)
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情報発信の事例 

千葉県　大量の問い合わせにチャットボットが返答

台風15号復旧
・罹災証明について
・災害ごみの処分

台風19号事前
・台風進路予測
・停電や被害対策

・交通情報
・停電件数

台風19号事中

・ビニールシートが欲しい
・業者を紹介して欲しい

台風19号通過後

2019/10/3
台風18号

日本海通過

9,032件の問い合わせにAIが自動回答
（2019年9月23日～2019年10月31日）

友だち登録者数 6,433人
満足度 64.78% 
　　　　(回答率35.22%)

AI防災協議会会員の
民間保険会社からの回答、
WNIからの気象情報の回答
も回答

自由入力による
質問に回答

選択肢による
質問に回答

25
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防災チャットボットでの情報提供

多くの情報ソースから
必要な情報を確認

職員の業務開始　　
トリガーの配信
（神戸市　消防団）

課題

自分の居場所が危険なのかわからず

避難行動につながらない

防災チャットボットでできること 今後の強化ポイント

ユーザーに合わせた気象情報の提供
（伊丹市）

個人に合わせた　
避難タイミングの
通知

収集した被害報告を　
周辺地域の住民に公開

周辺の被害をハザード
マップ等と重ね合わせ
（佐久市）

窓口の混雑

問い合わせ殺到

被害範囲予測

より効果的・説得力のある情報発信

26



情報収集の事例
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このタイミングで初めて、
市から市民・職員に情報提供依頼の
メッセージ配信

市からの呼びかけがなくても
地震発生から数時間で50件以上の投稿

被害のカテゴリを見ると水道トラブルが多い

AIによって災害種別
を自動判定し色分け

2021/2/13 地震発生から数時間 地震発生から2時間

情報収集の事例 

南相馬市　地震発生で市民から自発的な投稿(1/3)
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メッセージ配信後

29

市から断水の対応を行なっていることを配信でき、
市民の災害時の意思決定に繋がりました。

断水の影響範囲
が推定できる

水道トラブルに絞って表示

住民にとっては、投稿した情報が活用され、
市が対応していると知ることができることも重
要

情報収集の事例 

南相馬市　地震発生で市民から自発的な投稿(2/3)

発生から2時間半後
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翌朝、明るくなってからは
道路の破損や倒木、漏水などの投稿が増加
　

消防団からの投稿もあり、
巡視報告に活用していたこともうかがえる

最終的にはこの地震に関して145件の投稿が集まった

情報収集の事例 

南相馬市　地震発生で市民から自発的な投稿(3/3)

明るくなってから
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この際も、住民から自発的な投稿が集まりました。南相馬市では最大震度5弱の揺れを観測したが大きな被害はなく、
住民から「大きな被害はない」「無事である」という投稿が多く寄せられました。

無事だとわかることも重要

情報収集の事例 

南相馬市　”大きな被害がない”を瞬時に把握

2021/3/20 地震発生時
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今後のバージョンアップ予定

対応履歴などの管理で業務を効率化県職員や市職員の他に、
民間のインフラ企業も
巻き込んで情報収集を実施

※開発中のため、実際には異なる仕様となる場合があります。

被害状況の入力、
被害の位置を登録、
写真登録の3ステップ
で現場の状況を登録

災害：令和⚫年台風14号

対応履歴管理や過去の被害履
歴の保存、報告書利用などの
タグによって管理

情報収集の事例 

広島県　県と市町村、インフラ事業者も巻き込んだ情報収集(1/2)
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2021年7月8日
投稿の呼びかけがあった7時頃から、県職員、市職員、消防団、防災士などから
10時までに45件の災害情報が集まりました。
一連の雨が落ち着いた後の7月12日までに88件の投稿がありました。

冠水・浸水や河川増水等
による道路の破損の報告
が多く投稿された

情報収集の事例 

広島県　県と市町村、インフラ事業者も巻き込んだ情報収集(2/2)
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融雪剤散布報告

被害情報を、報告書や対応する課の分類に沿って収集して効率化するため、
管理者画面から事前に質問や選択肢を設定して、情報収集を行なっています。

アンケート作成画面
災害報告を最初から
報告書の分類に沿った
選択肢で収集し、
報告書作成を効率化

災害報告を最初から
報告書の分類に沿った
選択肢で収集し、
報告書作成を効率化

佐久市では、融雪剤の散布報告な
どの位置情報や写真を添付できる
業務報告のツールとしてもご利用
いただいています。

情報収集の事例 

佐久市　報告書で報告する分類に合わせて情報収集
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市民

スマートフォンでも
閲覧可能

現場の対応に活用

優先度判定が容易となるよう、
また受付簿等作成業務の効率化
を図るため、分類別ごとの報告
とした

分類によって色分けして一元的に表示
　

収集した情報は、住民には公開せず職員のみ
が閲覧し、現場の対応に活用

位置情報と写真添付により、
場所の特定と状況把握を効果
的に実施

情報収集の事例 

久留米市　平時に市民から公共施設の不具合情報を収集

公共施設（道路・河川・公園）の
不具合情報を収集
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http://aaaaa/

http://aaaaa/ http://aaaaa/

市民モードでログイン 職員モードでログイン

市民には収集した情報は
公開しない

市の防災情報サイト
にリンク

災害情報登録（道路冠水等）は職員・市民ともに登録・閲覧が可能。
日常の不具合報告は、市民は登録のみ可能。職員は登録・閲覧が可能。

情報収集の事例 

久留米市　職員/市民モードの使い分け
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防災チャットボットでの情報収集
課題 防災チャットボットでできること 今後の強化ポイント

各地の被害状況が
把握できない

収集した

情報が整理できない

忙しい中県や国への

報告業務

必要な情報を必要な形で収集

現場の対応状況がわからない

被害状況の
把握、整理
（南相馬市）

対応部署、緊急度、災害種別ごとなどに
カテゴライズ

災害：令和⚫年台風14号

現場と本部、市と県の間でも
リアルタイムに情報を収集

現場のインフラ企業や消防団等と災
対本部が業務連携・報告に活用

対応履歴の管理

37
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被害報告

巡
視
報
告

注意喚起

被害状況
対

応
依

頼

情報提供依頼

現場の状況確認

対応状況報告

状況共有

気象情報問い合わせ

現場対応

出動要請

注
意

喚
起

気象情報

情報収集と提供の連鎖

38



訓練
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防災訓練における課題

普段使わないシステム

効果的な防災啓蒙とは？ 適切な訓練シナリオ作成

コロナ禍で実地訓練中止

40
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情報投稿訓練について
メッセージを配信

普段から使い慣れたLINEで訓練 

南相馬市　投稿訓練により使い慣れてもらう

2020/1/17 阪神・淡路大震災25年訓練　イベントの様子

イベント型の訓練で
取り組みについて市民に周知

効果的な防災教育・啓発に利用

神戸市　過去の災害記録写真を投稿して学ぶ

防災訓練の事例(1/2)

普段から使用している
LINEの操作のみ
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コロナ禍でオンライン訓練を実施 

豊洲スマートシティ オンライン訓練
防災訓練の未来 

災害情報投稿の分析・デモの作成による訓練支援

気象情報

チャットボットに投稿された被害状況

オープンチャット
で状況付与

防災訓練の事例(2/2)

リアルな災害タイムラインマンションごとに安否確認の結果
が集約され、住民同士で助け合い

発災 レベル上昇

! ! !



今後の取り組み・展望
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今後の取り組み
▪ 避難行動要支援者の安否確認をチャットボットで実施（伊丹市）
　 避難行動要支援者の安否をチャットボットがリアルタイムで集計。

▪ 民生委員などボランティアがチャットボットを活用して避難行動
　要支援者を支援（豊中市）
　 地域コミュニティのボランティアが防災チャットボットを用いて効率よく安否確認、
　 避難支援を行うための実証実験を実施予定。

▪停電している避難所と給電車両のマッチングに活用（神戸市）
　 物資提供支援の取り組みの一環で、給電車両を必要としている避難所と、給電車両の
　 ドライバーをマッチングし、ドライバーの出発状況等をリアルタイムに可視化する
　 実証実験を実施予定。

▪ 避難所の滞在者数の予測や把握、物資ニーズの収集
　 避難所や一時滞在施設運営の人手不足に加え、コロナ禍で新たな課題として浮かび
　 上がってきた、分散避難や混雑状況の予測、在宅避難者へのケアに対する支援の検討。

避難行動要支援者の

安否確認・避難支援

避難所運営の人手不足
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家の近くまで道路が
浸水しています。お
そらく南部地区の方
にも広範囲に広がっ
ているようです。

国の防災情報ネットワーク基盤”SIP4D”

気象情報と災害情報の重ね合わせ

気象✖防災

防災✖AI

AIが災害情報を
自動分析・集約

避難所の満空状況予測

自治体DB,Lアラートと連携
コロナ禍の災害対応支援

”SOCDA”
あなたのいる場
所は、土砂災害
の危険がありま
す。今すぐ●●
小学校に避難し
てください。

開設されている
安全な避難所を推薦

近く●●小学校が避
難所として開設され
ました。

●●公民館が混雑してき
そうなので、△△ホテル
を臨時避難場所として開
設します。

△△ホテルなら空いてそ
うなので、そこに避難し
ます。

浸水範囲の通行止めを
行っています。

国の防災情報ネットワークと連携
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https://biz.weathernews.com/dx-chat/

防災DX ウェブセミナー
ウェザーニューズ

〜チャットボットで支援する安心安全な地域作り～

  日　　　時 2021年12月2日(木) 13:30～14:30

  プログラム
　  変更の可能性があります - 防災チャットボットの取り組み

　株式会社ウェザーニューズ
　防災チャットボットプロジェクトリーダー
　萩行 正嗣 

- 活用事例のご紹介
　伊丹市 総務部危機管理室
　宮﨑 芳典 様

↓お申し込みはこちらから↓
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